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自己紹介
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http://www.physics.okayama-u.ac.jp/~otsuki/
http://www.physics.okayama-u.ac.jp/jeschke-otsuki-group/
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研究テーマ
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重い電子系 動的平均場理論に関連した手法開発

スパースモデリング



授業の概要と授業計画
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テーマ：
「物理学におけるデータ科学の方法」

目的：
近年の物理学の研究において、大規模データ
に対するデータ科学の方法が頻繁に使われる
ようになってきている。本講義では、物理研
究への応⽤を念頭に、ベイズ統計の基礎から
スパースモデリングまでを解説する。実際の
研究でデータ科学の方法を使えるようになる
ことを目的とする。参加者の希望に応じて、
python を⽤いた実習も⾏う予定にしている
（Google Colaboratoryを使⽤）。

授業計画：
1. ベイズの定理
2. 線形回帰と最小二乗法
最尤推定

3. ベイズ線形回帰
4. カーネル法とガウス過程
5. ベイズ最適化
【実習】ベイズ線形回帰
【実習】ガウス過程

6. スパースモデリング
7. LASSO最適化問題の解法
【実習】LASSO最適化問題

8. 【セミナー】

シラバスから少し修正しました。進捗に応じて変更します。



参考書
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ベイズ統計 スパースモデリング

なんと、著者のwebサイトでPDFが無
料でダウンロードできる！
https://www.microsoft.com/en-
us/research/people/cmbishop/prml-book/

https://journals.jps.jp/doi/10.7566/JPSJ.89.012001

PRMLと略す。訳本あり。
タイトルは「画像認識
と機械学習」だが、ベ
イズ統計のテキストと
しておすすめ。

http://www.physics.okayama-u.ac.jp/~otsuki/activity_article.html



スライドの入手先
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私の個人HPのトップから
「授業担当」
→【集中講義】超伝導理工学特別講義
「物理学におけるデータ科学の方法」

http://www.physics.okayama-u.ac.jp/~otsuki/lecture/tmu2022/



成績評価について
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課題を出題します（別資料参照）。解答をレポートにま

とめて提出してください。

提出方法：単一のPDFファイルとして提出。

提出先は授業時に指定する。

〆切：8月10日（成績登録期限が短いので〆切厳守でお願いします）
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